








要約:原田のスコアーの妥当性の検討およびγ-グロブリン療法 single2g 法 22 例と 400 ㎎

5 日法 27 例との臨床効果の比較検討を行った。スコアー 3 項目以下のγ-グロブリン未使

用群 27 例での冠状動脈瘤の発生はなく,原田のスコアーの妥当性が示唆された。ま

た,single2g 法と 400mg5 日法との比較検討では,γ-グロブリン投与後の血液生化学検査

で最大白血球数,最大血小板数において single2g 法が有意に低値であったが,冠状動脈病

変の発生,臨床経過,ほかの血液生化学検査では有意差はなかった。


